
平成３０年度第１回入札監視委員会の審議概要 

 

開 催 日 時   平成３０年５月２９日（火）午後１時３０分から午後４時００分まで 

場 所  仮本庁舎３階 厚生委員会室 

出席委員氏名  田中 幸輔 委員長 

        立山まき子 委員 

        椎屋 恵美 委員 

        奥村 高史 委員 

        牛草 敏憲 委員 

審議対象期間  平成２９年１０月 １日～平成３０年 ３月３１日 

対象工事件数  ７０本 

抽出審議案件   ５本 

質   問 

 

 

 

 

 

(１) 

平成３０年度の格付表は配布されるのです 

か。 

 

(２) 

指名ランキングは公表されるのですか。 

 

抽出審議工事１：麓町配水管改良工事 

 

 

（１）  

コンクリート舗装が出てきたというのはど

のような状況ですか。 

 

 

 

 

（２） 

NTT の配線はどこを通っているかわかるので

すか。 

 

（３） 

工事区間の長さはどれくらいですか。 

 

回   答 

 

報告事項について 

入札・契約の手続きの運用状況の報告につい

て 

 

(１) 

配布はしませんが、市のホームページにて公

表します。 

 

(２) 

公表しません。 

 

（事務局から入札・契約事務の経過について

説明する。） 

 

（１） 

アスファルトをはがして復旧していくので

すが、アスファルト舗装の下に以前のコンク

リート舗装が残っていた。コンリート舗装は

長さにして３０ｍ、面積にして３３㎡出てき

ました。 

 

（２） 

NTT の台帳で確認ができます。 

 

 

（３） 

１工区が１７０ｍ、２工区が７２ｍになりま

す。 



 

（４） 

配水管の改良工事は毎回高い費用がかかる

のですか。 

 

 

 

抽出審議工事２：下林北願成寺線側溝改良工

事 

 

(１) 

ボックスカルバートとはどのようなもので

すか。また、どこで製作されているのですか。 

 

 

 

（２） 

落札率が８３．８２％で低いのと、変更率が

３７．９０％と高いのは相関関係があるの

か。 

 

 

(３) 

想定よりも誘導員が必要になったのはどの

ような理由があるのですか。また、変更額の 

多くを占めたものはどのようなものですか。 

 

 

 

 

 

抽出審議工事３：国道２１９号（スマート

IC 整備事業）仮設道路改良

工事 

 

（１） 

落札率が９９．８２％と高いがどのようにお

考えですか。 

 

 

（２） 

減額の変更をされていますが、当初は想定で

 

（４） 

今回の工事は原城配水池からの最重要な管

であるため、このΦ３５０管を改良する時に

は、通常の工事よりも費用がかかる。使用す

る管口径によって費用は変わってきます。 

 

（事務局より入札・契約事務の経過について

説明する。） 

 

(１) 

コンクリート構造物で四方が鉄筋入りのコ

ンクリートで固められており、中が空洞にな

っているものです。熊本県内の工場で製作し

て出荷されています。 

 

（２） 

相関関係はないと考えております。 

変更率については、工事に入って矢板等の

追加変更もあり、結果的に上がったもので

す。 

 

(３) 

信号機を設置して片側交互通行により工事

を行う予定でしたが、踏切をまたぐため、安

全面を考慮し、誘導員も設置することにしま

した。 

また、事前協議により必要がないものとして

いた矢板を布設した土留め工が、変更額の大

部分を占めています。 

 

（事務局より入札・契約事務の経過について

説明する。） 

 

 

（１） 

各事業者において、設計者が積算した適正な

価格に近い積算をされたのではないかと考

えております。 

 

（２） 

御指摘のとおり、擦り付け作業の見通しが甘



きなかったのですか。また減額した部分は今

後どのようになるのですか。 

 

（３） 

スマート IC の完成はいつになるのですか。 

また、ETC 専用になるのですか。 

 

抽出審議工事４：麓町本庁舎等解体工事 

 

 

（１） 

工期が４ヶ月延長されているが、どのような 

理由があるのですか。 

 

 

(２) 

工事が終わっているとのことでしたが、今後

は何をされるのですか。 

 

 

（３） 

今後、設計変更はされるのですか。 

 

 

 

 

 

（４） 

文化財の発掘調査は、教育部の予算でされる

のですか。 

 

抽出審議工事５：（仮称）旅カフェエントラ

ンスセンター整備工事  

 

（１） 

変更内容を教えてください。 

 

 

（２） 

この工事は、国の補助金１００％でされて

いるのですか。 

 

かったものと考えております。また、減額し

た部分は別工事（舗装工事）にて発注します。 

 

（３） 

平成３１年度中に完成し、ETC 専用になりま

す。 

 

（事務局より入札・契約事務の経過について

説明する。） 

 

（１） 

工期としては、７月末までかかることはわか

っていましたが、会計年度により、一旦３月

末で設定しました。 

 

(２) 

現場はしゅん工しておりますので、あとは業

者から工事関係書類が提出され、その後検査 

をして、６月中頃には終了すると思います。 

 

（３） 

早めに終わったので、現場の誘導員の費用が

減額になると思います。また、鉄筋コンクリ

ート処理については、書類を整理し計算して

からしかわからないが、変更の可能性はある

と思います。 

 

（４） 

歴史文化課で文化庁の補助を活用しながら

発掘をされる予定です。 

 

（事務局より入札・契約事務の経過について

説明する。） 

 

（１） 

主な変更内容は、多目的トイレと天井等の下

地処理・仕上げの追加になります。 

 

（２） 

地方創生拠点整備交付金を活用し、補助率は

５０％になります。 

 



 

（３） 

改修をされたのは、建物のどの部分になるの

ですか。 

 

 

（４） 

テラス付きの和室は改修されていないので

すか。 

 

（５） 

外壁はそのままなのですか。 

 

 

 

（６） 

どのような理由で多目的トイレを追加され 

たのですか。 

 

 

（７） 

物産カフェの部分に厨房は必要ないのです 

か。 

 

 

 

 

（８） 

空調は既存のものを使用されるのですか。 

 

 

 

（３） 

改修したのは１階部分のみになります。和室

につきましては、事務室に改修しておりま

す。 

 

（４） 

改修していませんし、利用する予定はありま

せん。 

 

（５） 

建物の北側（市道に面した側）にある窓の外

側についていたコンクリートの柱を撤去し

ております。 

 

（６） 

既存の施設には多目的トイレはなかったが、

整備する中で公共施設として必要である判

断し追加しました。 

 

（７） 

名称を物産カフェとしておりますが、くつろ

ぎ・集うとの意味合いで、カフェの名称を使

用していることから、調理しての食事の提供

はいたしません。現段階では、厨房設備の設

置は予定しておりません。 

 

（８） 

既存のものを使用しています。 

 

 

 

 


